
古
典
の
学
習
構
造
に
は
、
国
語
的
側
面
と
文
学
的
側
面
と
が
あ
る
。
も
と
よ

り
こ
れ
は
、
古
典
に
か
ぎ
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
文
学
の
学
習
領
域
の
す
べ
て

に
普
遍
的
な
意
味
を
も
っ
て
は
い
る
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
が
、
古
典
の
学
習

構
造
を
と
り
あ
げ
よ
う
と
す
る
と
き
、
こ
れ
は
自
明
の
こ
と
と
し
て
見
す
ご
す

わ
け
に
は
い
か
な
い
。
古
典
の
学
習
構
造
を
、
現
実
的
に
見
究
め
よ
う
と
す
る

と
き
、
学
習
者
も
国
語
科
教
師
も
、
古
典
の
も
つ
言
語
的
抵
抗
を
無
視
す
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
。
中
学
校
で
の
古
典
学
習
に
対
す
る
高
等
学
校
か
ら
の
要
求

も
、
こ
の
点
に
集
約
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
不
当
な
こ
と
に
は
ち
が
い
な
い
が
、

問
題
の
所
在
だ
け
は
明
ら
か
に
示
し
て
い
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
文
部
省
の
「
学
習
指
導
要
領
」
で
は
、
古
典
の
学
習
構
造
に
関

し
て
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。

④

民
俗
や
祖
先
の
生
活
に
取
材
し
た
文
章
…
・
・
・
古
典
を
わ
か
り
や
す
く
書
き

§
｝

か
え
た
文
章
…
…
（
第
一
学
年
）

、

古
典
に
関
心
を
も
た
せ
る
よ
う
に
書
い
た
文
章
．
．
“
…
格
言
、
ゞ
故
事
や
成
語
、

⑨

短
く
て
や
さ
し
い
文
語
文
な
ど
．
…
：
（
第
二
学
年
）

古
典
の
学
習
構
造
（
そ
の
一
）

Ｉ
受
容
と
再
生
に
つ
い
て
の
序
説
Ｉ

￥

1

U

現
代
語
訳
や
注
釈
な
ど
を
つ
け
た
り
書
き
下
し
た
り
し
て
理
解
し
や
す
く

⑫

し
た
古
典
な
ど
を
用
い
る
こ
と
を
考
慮
し
、
な
お
、
わ
が
国
の
こ
と
ば
や
文

⑧

学
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
文
章
に
も
触
れ
さ
せ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
。
（
第

三
学
年
）

（
⑧
⑧
◎
⑨
⑧
⑰
の
記
号
は
水
田
注
）

中
学
校
で
の
古
典
学
習
は
、
い
わ
ば
周
辺
的
な
も
の
に
始
ま
り
、
入
門
的
な

領
域
に
と
ど
ま
る
こ
と
に
な
る
。
昭
和
三
十
四
年
版
「
中
学
校
国
語
指
導
書
」

で
は
、
中
学
校
で
の
古
典
学
習
の
目
標
を
、
「
わ
が
国
の
こ
と
ば
や
文
字
に
つ

い
て
も
考
え
さ
せ
、
古
典
に
親
し
み
、
そ
の
内
容
を
く
み
と
り
、
祖
先
の
思
考

や
心
情
を
う
か
が
い
知
る
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
「
学
習
指
導
要
領
」

の
提
示
の
範
囲
で
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
ろ
み
に
、
現
行
の
中
学
校
国
語
教
科
書
の
古
典
単
元
の
一
例
を
示
す
。

（
上
よ
り
第
一
学
年
、
第
二
学
年
、
第
三
学
年
）
（
詩
歌
、
故
事
、
成
語
な
ど

に
つ
い
て
は
省
略
）

〔
三
省
堂
〕
（
金
田
一
本
）

昔
の
物
語
古
典
に
親
し
も
う
古
典
の
味
わ
い

．
あ
お
い
祭
り
〔
今
昔
・
ひ
よ
ど
り
越
え
〔
平
．
つ
れ
づ
れ
草
〔
徒
然

水弓

Ｇ
叺
な 田

二

八
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右
の
二
社
の
例
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
全
学
年
を
通
じ
国
語
科
の

う
ち
で
古
典
学
習
に
当
て
ら
れ
る
単
元
は
、
三
な
い
し
は
四
単
元
（
一
学
年
一

な
い
し
は
二
単
元
）
に
す
ぎ
な
い
。
単
元
構
成
・
教
材
・
提
出
状
況
は
各
社
に

よ
っ
て
異
同
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
か
っ
て
の
旧
制
中
学
時
代
（
五
年
制
）
の

第
一
学
年
’
第
三
学
年
の
そ
れ
と
は
比
較
す
べ
く
も
な
い
。
し
か
も
、
と
も
か

古
典
の
学
習
構
造
（
そ
の
一
）

物
語
〕
（
神
田
秀
夫
）
家
物
語
〕
。
⑧
．
ち
ご
草
〕
⑧
・
源
氏
物
語

⑧
・
虫
め
ず
る
姫
君
の
か
い
も
ち
ひ
す
る
に
と
枕
草
子
。

〔
堤
中
納
言
物
語
〕
そ
ら
ね
し
た
る
こ
と
昔
の
劇

（
木
俣
修
）
⑧
〔
宇
治
拾
遺
物
語
〕
⑧
・
能
と
狂
言
（
小
山
弘

志
）
◎
・
羽
衣
（
世

阿
弥
）
⑧
き
つ
ね
づ

か
〔
狂
言
〕
⑧

〔
開
隆
堂
〕

読
書
の
生
活
古
典
に
親
し
む
古
典
文
学

・
谷
へ
落
ち
た
国
守
、
、
日
本
の
古
典
文
学
・
日
本
文
学
の
歴
史

〔
今
昔
物
語
〕
⑧
（
瓜
巻
景
次
郎
）
◎
（
風
巻
景
次
郎
）
⑧
⑰

・
児
の
か
い
も
ち
ひ
す
・
に
く
き
も
の
〔
枕
草

※
右
の
ほ
か
に
同
一
る
に
そ
ら
ね
し
た
る
こ
子
〕
⑧
・
那
須
与
一

単
元
内
に
、
・
本
の
と
〔
宇
治
拾
遺
物
語
〕
〔
平
家
物
語
〕
⑧
・

読
象
方
（
清
水
幾
太
⑧
蝸
牛
〔
狂
言
〕
⑧
ね
こ
ま
た
〔
徒
然
草
〕

郎
）
・
図
書
館
へ
昔
の
笑
話
（
醒
睡
笑
）
⑧

行
っ
て
・
中
学
生
⑧
‐

の
読
書
生
活
（
山
岡

寛
章
）
な
ど
が
あ

ヲ
（
や
Ｏ

（
④
⑧
。
…
…
の
記
号
は
、
「
学
習
指
導
要
領
」
の
引
用
文
中
に
付
し

た
事
項
に
相
当
）

『

今

く
も
古
典
が
原
典
と
し
て
提
出
さ
れ
る
の
は
原
則
的
に
は
第
三
学
年
で
あ
り
、

こ
れ
も
か
っ
て
の
よ
う
に
、
ま
た
、
高
等
学
校
に
お
け
る
そ
れ
ら
の
よ
う
に
、

直
接
に
原
典
の
読
解
を
目
的
と
す
る
の
で
は
な
く
て
、
古
典
に
親
し
む
程
度
で

し
か
な
い
。
「
中
学
生
に
な
れ
ば
、
興
味
あ
る
古
典
や
外
国
の
文
学
作
品
な
ど

を
読
ん
で
教
養
を
高
め
て
い
く
」
（
昭
和
二
十
六
年
版
「
学
習
指
導
要
領
」
）
な

ど
の
指
示
に
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
古
典
は
「
読
む
こ
と
」
の
学
習
活
動
の
中

で
は
、
古
典
と
し
て
特
別
の
比
重
を
か
け
ら
れ
て
は
い
な
い
。
昭
和
三
十
三

年
版
の
「
学
習
指
導
要
領
」
で
は
、
「
読
み
物
は
、
文
学
作
品
に
片
寄
ら
な
い

で
、
広
く
各
種
の
も
の
に
わ
た
る
よ
う
に
す
る
。
な
お
、
古
典
に
つ
い
て
は
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

基
本
的
な
も
の
に
適
宜
触
れ
さ
せ
、
古
典
に
対
す
る
関
心
を
も
た
せ
る
よ
う
に

留
意
す
る
」
と
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
を
は
っ
き
り
と
示
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
が
、
か
っ
て
の
旧
制
中
学
校
で
の
国
文
学
的
教
養

の
範
囲
で
、
た
と
え
ば
、
高
等
学
校
の
新
入
生
で
「
平
家
物
語
」
や
「
徒
然
草
」

の
第
一
節
が
読
め
な
い
生
徒
が
あ
る
こ
と
を
、
中
学
校
で
の
古
典
教
育
の
不
備

と
し
て
責
め
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
・
前
掲
の
三
省
堂
本
、
開
隆
堂
本
の
二
例

に
よ
っ
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
中
学
校
で
触
れ
ら
れ
る
古
典
は
、
日
本
文
学

の
古
典
の
ご
く
一
部
に
す
ぎ
ず
、
各
社
間
に
も
異
同
が
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の

提
示
範
囲
も
そ
の
一
部
に
か
ぎ
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
「
平
家
物
語
」
に

つ
い
て
見
る
な
ら
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

第
一
学
年
第
二
学
年

〔
大
日
本
図
書
〕
（
麻
生
本
）扇

の
的
“
⑧

〔
学
校
図
書
〕

坂
落
と
し
⑧

〔
教
育
出
版
〕

。

ザ

二

九

’ ’
第
三
学
年



Ｉ

平
家
物
語
③
⑧

〔
大
日
本
図
書
〕
（
山
岸
本
）

〔
大
阪
書
籍
〕

忠
度
の
都
落
ち
⑧

〔
東
京
書
籍
〕

扇
の
的
⑥
。

〔
筑
摩
書
房
〕

扇
の
的
⑧

〔
日
本
書
院
〕

扇
の
的
⑧
⑧

〔
日
本
書
籍
〕

忠
度
と
俊
成
⑧

〔
大
修
館
〕

那
須
与
一
⑧

〔
光
村
図
書
〕

扇
の
的
⑧
⑧

〔
三
省
堂
〕
（
金
川
一
本
）

ひ
よ
ど
り
越
え
⑧

〔
三
省
堂
〕
（
土
井
本
）

扇
の
的
⑧
⑧

〔
開
隆
堂
〕

那
須
与
一
⑧

（
⑧
⑧
⑰
の
記
号
は
、
前
表
の
場
合
と
同
様
）

〔
大
日
本
図
書
〕
（
山
岸
本
）
に
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
の
教
養

の
範
囲
で
な
ら
、
基
本
的
古
典
の
一
つ
と
見
ら
れ
る
「
平
家
物
語
」
で
さ
え
、

中
学
校
三
か
年
の
間
に
ま
っ
た
く
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
収
録
の

各
本
に
つ
い
て
見
て
も
、
右
に
示
し
た
よ
う
に
、
か
な
ら
ず
し
も
原
典
の
ま
ま

の
姿
で
提
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
「
平
家
物
語
」
中
、
頻
実
８
（
第

5

ｔ
》

‐
三
○

二
学
年
４
、
第
三
学
年
４
）
で
、
も
っ
と
も
採
択
数
の
多
い
「
扇
の
的
」
に
よ

っ
て
、
こ
の
間
の
事
情
を
示
す
と
、
次
の
よ
う
な
形
式
に
よ
っ
て
い
る
。

第
二
学
年
第
三
学
年

〔
大
日
本
図
書
〕
（
麻
生
本
）
〔
三
省
堂
〕
（
士
井
本
）

古
典
に
ふ
れ
て
ｌ
・
扇
の
的
（
市
古
典
の
世
界
ｌ
・
扇
の
的
（
吉
川

古
貞
次
）
⑧
〈
参
考
「
那
須
与
英
治
）
⑧
〈
那
須
与
一
〉
。
⑧

一
」
〉
⑧
〔
開
隆
堂
〕

〔
筑
摩
書
房
〕
古
典
文
学
ｌ
・
那
須
与
一
⑧

物
語
ｌ
・
扇
の
的
⑧
〔
東
京
書
籍
〕

〔
日
本
書
院
〕
日
本
の
古
典
Ｉ
・
扇
の
的
⑧

日
本
の
古
典
ｌ
・
扇
の
的
⑧
〔
大
修
館
〕

〈
参
考
「
那
須
与
一
」
〉
⑧
古
典
の
世
界
ｌ
・
那
須
与
一
⑧

〔
光
村
図
書
〕

古
典
に
触
れ
て
ｌ
・
扇
の
的
（
吉
※
⑧
は
現
代
語
訳
、
⑧
は
原
典

川
英
治
）
⑧
〈
参
考
「
那
須
与
に
注
を
付
し
た
も
の
。

ご
〉
⑨

こ
れ
は
、
一
例
に
す
ぎ
な
い
が
、
古
典
教
材
の
多
く
は
、
こ
う
し
た
形
態
を

と
っ
て
い
る
。
吉
川
英
治
氏
の
は
「
新
《
平
家
物
語
」
、
市
古
貞
次
氏
ほ
か
の

も
の
は
、
逐
語
訳
。

原
典
の
提
出
範
囲
も
か
な
ら
ず
同
じ
で
は
な
い
。

間
さ
る
ほ
ど
に
、
阿
波
、
讃
岐
に
平
家
を
そ
む
い
て
、
源
氏
を
待
ち
一
け
る

つ
は
も
の
ど
も
…
…
陸
に
は
源
氏
え
び
ら
を
た
た
い
て
ど
よ
め
き
け
り
。

（
開
隆
堂
③
東
京
書
籍
③
大
修
館
③
）
．

⑧
矢
ご
ろ
す
こ
し
遠
か
り
け
れ
ば
、
海
の
中
一
段
ば
か
り
打
ち
入
れ
た
り

．
け
れ
ど
も
諏
・
・
・
・
・
陸
に
は
源
氏
え
び
ら
を
た
た
い
て
ど
よ
め
き
け
り
。
（
光

村
図
書
②
）

。
こ
ろ
は
二
月
十
八
日
、
酉
の
刻
ば
か
り
の
こ
と
な
る
に
…
…
陸
に
は
源

ヤ

ダ

』，

１
１
陣
Ｉ
Ｄ



氏
え
び
ら
を
た
た
い
て
ど
よ
め
き
け
り
。
（
日
本
書
院
②
）

⑪
与
一
目
を
ふ
さ
い
で
、
「
南
無
八
幡
大
菩
薩
、
別
し
て
は
わ
が
国
の
神

明
・
…
、
・
陸
に
は
源
氏
え
び
ら
を
た
た
い
て
ど
よ
め
き
け
り
。
（
三
省
堂
③
）

⑧
与
一
か
ぶ
ら
を
取
っ
て
つ
が
い
、
ょ
っ
引
い
て
ひ
ょ
う
と
放
つ
…
…
陸

に
は
源
氏
え
び
ら
を
た
た
い
て
ど
よ
め
き
け
り
。
（
大
日
本
図
書
②
）

し
か
も
、
こ
れ
ら
は
、
第
二
学
年
で
は
あ
く
ま
で
も
〈
参
考
文
〉
と
し
て
提

示
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
日
本
書
院
本
、
光
村
図
書
本
（
い
ず
れ
も
第
二

学
年
）
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
単
元
末
の
「
学
習
の
手
び
き
」
で
、
次
の
よ
う
に
指

示
し
て
い
る
が
、
中
学
校
第
二
学
年
に
お
け
る
原
典
指
導
の
程
度
を
示
し
た
も

の
と
し
て
注
意
し
た
い
。

、
吟

・
口
語
訳
を
頭
に
置
い
て
、
次
に
載
せ
て
あ
る
原
文
を
朗
読
し
て
柔
よ
う
。

（
日
本
書
院
）

．
「
那
須
与
ご
に
つ
い
て
、
次
の
こ
と
を
学
習
し
よ
う
。

⑪
何
度
も
く
り
返
し
て
朗
読
す
る
。
③
注
を
参
考
に
し
な
が
ら
解
釈

す
る
。
⑧
で
き
た
ら
口
語
に
直
し
て
み
る
。
（
光
村
図
書
）

こ
の
学
年
で
は
、
朗
読
が
原
典
処
理
の
第
一
義
と
な
る
。
注
を
参
考
に
し
た

解
釈
と
は
言
っ
て
も
、
こ
れ
は
付
帯
的
事
項
に
す
ぎ
な
い
。
も
と
よ
り
厳
密
に

は
、
原
典
の
意
味
、
内
容
の
理
解
を
ま
っ
て
は
じ
め
て
完
成
さ
れ
る
わ
け
で
は

あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
「
短
く
て
や
さ
し
い
文
語
文
」
に
読
み
な
れ
る
程
度
の

も
の
と
解
し
て
よ
い
。

古
典
の
学
習
導
の
目
標
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
文
学
的
享
受
に
あ
る
。

「
中
学
校
国
語
指
導
書
」
の
記
述
に
し
た
が
え
ば
、
「
わ
が
国
の
こ
と
ば
に
つ

い
て
考
え
さ
せ
る
」
国
語
的
側
面
は
、
「
そ
の
内
容
を
く
承
と
り
、
祖
先
の
思

考
や
心
情
を
う
か
が
い
知
る
」
文
学
的
側
面
に
い
た
る
た
め
の
手
段
で
な
け
れ

古
典
の
学
習
構
造
（
そ
の
一
）

ノ

I

●

古
典
の
学
習
も
ふ
く
め
て
、
こ
れ
ま
で
の
国
語
教
育
で
は
、
つ
ね
に
書
か
れ

た
こ
と
が
ら
を
理
解
す
る
立
場
だ
け
が
重
要
視
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
立
場
に
立

て
ば
、
た
と
え
ば
解
釈
は
理
解
技
能
の
第
一
手
段
と
し
て
桑
な
さ
れ
た
。
「
解

釈
学
と
は
、
，
書
か
れ
た
思
想
を
、
そ
の
人
が
考
え
た
と
同
様
に
把
握
す
る
と
こ

ろ
の
技
術
学
」
と
い
う
ヴ
ォ
ル
フ
の
こ
と
ば
が
、
こ
れ
を
端
的
に
示
し
て
い

る
。
し
か
し
、
解
釈
と
は
、
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ヘ
ル
も
言
う
よ
う
に
、
た
ん

、
、
、
、
、
、

な
る
理
解
技
能
と
し
て
の
域
を
こ
え
た
一
つ
の
価
値
そ
の
も
の
で
な
け
ば
な
ら

な
い
。
古
典
の
学
習
構
造
に
つ
い
て
言
え
ば
、
た
ん
な
る
古
文
の
注
釈
・
読
解

や
、
古
典
的
世
界
の
理
解
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
受
け
と
め
る
が
わ
の
生
徒

の
主
体
的
な
価
値
の
創
造
そ
の
も
の
の
意
義
に
、
目
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
問
題
意
識
の
喚
起
を
め
ぐ
る
戦
後
の
文
学
教
育
論
の
つ
承
か
さ
ね
は
、
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
、
わ
れ
わ
れ
に
多
く
の
実
り
を
も
た
ら
し
た
。
た
と
え
ば
、

一
九
五
二
年
度
、
日
本
文
学
協
会
大
会
に
お
け
る
西
尾
実
、
荒
木
繁
両
氏
の
論

争
（
「
日
本
文
学
の
伝
統
と
創
造
」
岩
波
書
店
）
で
、
西
尾
、
荒
木
両
氏
は
次

の
よ
う
に
主
張
す
る
。

一
一
一
一

ぱ
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
中
学
校
生
徒
の
学
力
の
実
態
で
は
、
原
典
の
注
釈
、

読
解
を
通
し
て
の
内
容
把
握
は
容
易
で
は
な
い
。
現
代
語
、
現
代
語
訳
対
照
が
、

そ
の
手
段
と
な
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
こ
で
あ
え
て
国
文
学
的
良
識
に
よ
る

原
典
主
義
を
ふ
り
か
ざ
す
必
要
は
な
い
。
古
典
を
古
文
と
同
義
に
考
え
、
古
文

の
断
片
的
な
注
釈
作
業
を
古
典
の
解
釈
と
思
い
語
っ
て
は
な
ら
な
い
。
原
典
の

内
容
享
受
の
た
め
の
通
路
と
し
て
の
通
釈
作
業
が
、
か
え
っ
て
古
典
へ
の
通
路

を
と
ざ
す
こ
と
に
な
ら
ぬ
よ
う
な
配
慮
が
必
要
に
な
る
。

２
■
６
．
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わ
れ
わ
れ
は
、
人
の
話
を
聞
い
て
そ
の
話
を
よ
く
理
解
す
る
前
に
、
い
ち

早
く
、
わ
れ
わ
れ
自
身
の
〈
問
題
〉
が
喚
起
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
が
、
そ

れ
に
も
ま
し
て
、
文
学
作
品
の
鑑
賞
は
、
そ
の
作
品
を
理
解
し
評
価
す
る
に

至
ら
な
い
前
に
、
い
ち
早
く
わ
れ
わ
れ
自
身
の
〈
問
題
意
識
〉
を
喚
起
す
る

場
合
が
多
い
。
こ
れ
は
文
学
作
品
の
も
つ
文
学
機
能
そ
の
も
の
が
も
た
ら
す

必
然
的
な
事
実
で
あ
る
。
（
西
尾
実
）

文
学
活
動
の
経
験
と
し
て
の
、
鑑
賞
に
よ
る
〈
問
題
意
識
〉
を
、
文
学
機

能
の
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
と
り
あ
げ
る
た
め
に
は
、
ま
ず
鑑
賞
者
で
あ
る

生
徒
の
鑑
賞
を
、
で
き
る
だ
け
純
粋
な
鑑
賞
に
す
る
た
め
に
、
指
導
者
の
暗

示
や
影
響
を
極
度
に
避
け
よ
う
と
す
る
潔
癖
さ
を
維
持
す
る
こ
と
が
、
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
用
意
で
あ
る
。
（
西
尾
実
）

教
師
に
よ
る
〈
問
題
意
識
〉
の
お
し
つ
け
は
警
戒
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
そ
れ
は
、
教
師
が
生
徒
の
〈
問
題
意
識
〉
を
喚
起
す
る
た
め
に
指
導

す
る
こ
と
を
否
定
す
る
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
。
…
…
私
は
、
あ
る
場
合
は
、

む
し
ろ
積
極
的
に
教
師
の
方
か
ら
、
問
題
を
な
げ
か
け
て
生
徒
た
ち
の
〈
問

題
意
識
〉
の
喚
起
・
を
う
な
が
す
べ
き
だ
と
思
う
・
（
荒
木
繁
）

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

こ
れ
ら
の
提
唱
は
、
つ
ね
に
書
か
れ
た
こ
と
が
ら
の
受
容
や
、
教
師
に
よ
る

鑑
賞
の
強
制
の
体
制
に
お
か
れ
て
き
た
文
学
教
育
に
新
し
い
い
ぶ
き
を
吹
き
こ

ん
だ
。
西
尾
氏
の
そ
れ
は
、
第
一
直
観
の
尊
重
（
こ
れ
は
、
と
き
に
誤
解
を
ま

ね
く
こ
と
が
あ
る
が
）
で
あ
り
、
荒
木
氏
は
、
教
師
に
よ
る
啓
蒙
の
た
め
の
指

導
（
強
制
で
は
な
く
て
、
示
唆
）
を
重
視
す
る
。
教
師
の
指
導
は
、
具
体
的
に

は
、
授
業
中
の
発
問
で
も
あ
る
。
発
問
の
機
能
は
、
ふ
つ
う
次
の
よ
う
に
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。

①
学
習
内
容
を
習
得
す
る
た
め
の
学
習
活
動
を
課
し
た
り
、
そ
の
学
習
活

鷺

令
一

動
の
た
め
の
示
唆
を
与
え
た
り
す
る
も
の
。

②
学
習
活
動
を
発
展
さ
せ
た
り
、
展
開
さ
せ
た
り
す
る
も
の
・

側
学
習
活
動
を
豊
か
に
し
た
り
、
学
習
を
深
め
た
り
、
学
・
習
の
結
果
を
適

用
し
た
り
す
る
も
の
・

側
学
習
の
結
果
を
い
っ
そ
う
確
実
に
し
、
習
慣
化
す
る
た
め
に
、
練
習
を

課
し
た
り
す
る
も
の
・

こ
れ
は
、
言
い
か
え
れ
ば
、
学
習
目
標
の
具
体
化
で
あ
る
。
こ
の
発
問
に
よ

っ
て
と
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
は
、
原
則
と
し
て
は
、
学
習
に
よ
っ
て
生
徒
に
身

に
つ
け
さ
せ
よ
う
と
す
る
知
識
、
理
解
、
技
能
、
態
度
な
ど
、
実
質
的
な
学
習

価
値
の
す
べ
て
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
教
師
の
発
問
の
方
向
、
生
徒
自
身
の
学
習
の
指
針
と
し
て

は
、
教
師
の
発
問
の
ほ
か
に
、
教
科
書
の
単
元
末
の
設
問
が
あ
る
。
設
問
は
、

「
学
習
の
手
び
き
」
「
学
習
の
た
す
け
」
な
ど
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
学
習
の
教
育
的
価
値
の
確
認
で
あ
り
、
学
習
の
価

値
そ
の
も
の
で
あ
る
。
古
典
学
習
に
つ
い
て
言
え
ば
、
古
典
の
可
能
性
発
見
の

一
つ
の
接
点
で
も
あ
る
。
解
釈
（
こ
の
意
味
を
．
た
ん
に
字
句
の
解
釈
だ
け
に

限
定
し
て
は
な
ら
な
い
）
の
足
が
か
り
で
さ
え
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
た
と
え
ば
、
前
掲
の
「
扇
の
的
」
に
は
、
ど
の
よ
う
な
設
問
が

用
意
さ
れ
て
い
る
か
。

ｊｌ
現
代
語
訳
で
提
示
の
場
合

Ｅ
〔
筑
摩
書
房
〕
２
物
語

１
、
こ
の
話
は
、
長
く
国
民
に
愛
さ
れ
て
来
た
物
語
で
す
が
、
ど
う
い
う
点

が
人
々
の
心
を
ひ
く
の
で
し
ょ
う
か
。

２
、
こ
の
物
語
の
季
節
は
い
つ
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
そ
の
季
節
で
あ
る
こ

三』
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ノ

、
と
が
、
・
ど
ん
な
効
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
か
。

３
、
義
経
の
前
に
呼
び
出
さ
れ
て
か
ら
、
扇
の
的
を
射
落
と
す
ま
で
の
、
与

一
の
気
持
ち
の
経
過
を
考
え
て
ゑ
ま
し
よ
う
。

４
、
こ
の
文
章
に
は
色
を
表
わ
す
こ
と
ば
が
多
く
出
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を

文
中
か
ら
抜
き
出
し
て
み
ま
し
ょ
う
や
ま
た
そ
れ
が
、
こ
の
文
章
で
ど
う

い
う
効
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
か
。

Ｊ２
現
代
語
訳
と
原
典
の
一
部
と
を
提
示
の
場
合

に
〔
大
日
本
図
書
〕
（
麻
生
本
）
２
古
典
に
ふ
れ
て

１
、
与
一
が
義
経
の
命
令
を
最
初
に
断
わ
っ
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

２
、
扇
を
射
る
前
に
与
一
が
心
の
中
で
祈
っ
た
の
は
、
ど
う
い
う
効
果
が
あ

っ
た
の
で
す
か
。

３
、
「
沖
で
は
、
平
家
が
船
ぱ
た
を
た
た
い
て
感
心
し
た
」
の
を
ど
う
思
う

か
、
話
し
合
づ
て
み
ま
し
ょ
う
。

４
、
「
扇
の
的
」
の
文
章
で
、
ど
の
部
分
が
す
ぐ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。

〔
日
本
書
院
〕
２
日
本
の
古
典

１
、
こ
の
物
語
の
あ
ら
す
じ
を
簡
単
に
ま
と
め
て
み
よ
う
。

２
、
与
一
の
辞
退
を
聞
い
て
判
官
が
お
こ
っ
た
の
は
な
ぜ
．
か
。

３
、
こ
の
物
語
の
ど
の
部
分
が
い
ち
ば
ん
感
動
的
か
。

４
、
最
も
美
し
い
表
現
は
ど
こ
か
。

５
、
口
語
訳
を
頭
に
置
い
て
、
次
に
載
せ
て
あ
る
原
文
を
朗
読
し
て
承
よ
う
。

〔
光
村
図
書
〕
２
古
典
に
触
れ
て

１
、
「
扇
の
的
」
に
つ
い
て
、
次
の
こ
と
を
調
べ
よ
う
。

①
ど
ん
な
時
代
か
。
２
ど
ん
な
場
面
か
。

③
与
一
》
の
気
持
ち
の
よ
く
現
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
ど
こ
か
・
仙
情

古
典
の
学
習
構
造
（
そ
の
こ

鄙

－
９

◆

景
の
い
き
い
き
と
現
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
ど
こ
か
。

２
、
「
那
須
与
一
」
（
注
、
原
典
）
に
つ
い
て
、
次
の
こ
と
を
学
習
し
よ
う
。

①
何
度
も
く
り
返
し
て
朗
読
す
る
。
③
注
を
参
考
に
し
な
が
ら
解
釈

す
る
。
③
で
き
た
ら
、
口
語
に
直
し
て
み
る
。

〔
三
省
堂
〕
（
士
井
本
）
３
古
典
の
世
界

１
、
こ
の
文
章
を
何
度
も
読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
こ
の
文
章
の
調
子

を
生
か
す
よ
う
に
、
朗
読
を
く
ふ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

２
、
こ
の
文
章
を
読
ん
で
、
次
の
こ
と
を
ま
と
め
て
ゑ
ま
し
よ
う
。

④
い
つ
の
こ
と
か
。
⑨
ど
ん
な
場
面
か
。
③
与
一
は
ど
の
よ
う
に

行
動
し
た
か
。
側
与
一
の
気
持
ち
は
ど
う
動
い
て
い
っ
た
か
。
⑤
観

衆
の
動
き
は
ど
う
か
。

３
、
「
別
し
て
わ
が
国
の
神
明
」
と
言
っ
て
、
生
国
の
神
々
を
祈
念
し
た
こ

と
は
、
与
一
の
ど
ん
な
心
持
ち
を
表
わ
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

４
、
最
も
劇
的
な
場
面
は
ど
こ
で
す
か
。

５
、
前
課
の
「
枕
草
子
」
の
原
文
と
比
べ
て
、
こ
の
原
文
に
は
、
ど
ん
な
特

色
を
感
じ
ま
す
か
。

６
、
こ
の
課
前
半
（
注
、
吉
川
英
治
の
文
章
）
の
文
章
に
つ
い
て
、
次
の
語

、
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
ん
な
こ
と
を
さ
し
て
言
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

仙
鞍
上
の
人
の
た
だ
な
し
ぬ
意
志
。
②
ほ
ん
と
の
的
は
、
自
分
の
胸

の
中
心
に
あ
る
。
③
自
己
へ
の
敗
北
感
。

７
、
こ
の
課
後
半
（
注
、
原
典
）
の
女
草
に
つ
い
て
、
①
色
彩
の
取
り
合

わ
せ
の
美
し
い
描
き
方
が
し
て
あ
る
と
こ
ろ
を
、
抜
き
出
し
て
桑
ま
し
よ

う
。
②
こ
の
文
章
は
歴
史
的
か
な
づ
か
い
で
書
か
れ
て
い
ま
す
．
「
た

ま
へ
」
を
「
タ
マ
三
と
い
う
ふ
う
に
、
発
音
に
近
い
現
代
か
な
づ
・
か
い

ザ

畠



に
改
め
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。
そ
の
上
で
、
こ
の
文
章
を
朗
読
す
る
練
習
を

し
て
み
ま
し
よ
》
フ
。

「
’
’
三
；
。

３
原
典
（
注
を
付
し
た
も
の
）
だ
け
を
提
示
の
場
合

ｆ
〔
開
隆
堂
〕
３
古
典
文
学

１
、
こ
の
物
語
の
あ
ら
筋
を
ま
と
め
て
、
話
し
ま
し
ょ
う
。

２
、
こ
の
文
章
で
い
ち
ば
ん
心
に
残
る
場
面
は
ど
こ
か
、
話
し
合
い
ま
し
ょ

う
。

３
、
与
一
の
気
持
ち
の
よ
く
表
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
ど
こ
か
、
こ
の
部
分

を
朗
読
し
て
、
感
想
を
発
表
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

〔
東
京
書
籍
〕
３
日
本
の
古
典

１
、
こ
の
物
語
の
あ
ら
筋
を
述
べ
な
さ
い
。

２
、
こ
の
物
語
を
読
ん
で
、
次
の
こ
と
を
話
し
合
い
な
さ
い
。

⑩
扇
の
的
を
射
落
と
す
ま
で
の
与
一
の
気
持
ち
。
②
源
氏
と
平
家
と

の
態
度
。

３
、
「
与
一
か
ぶ
ら
を
取
っ
て
。
…
：
」
か
ら
終
わ
り
ま
で
の
部
分
を
、
口
語

に
書
き
改
め
て
み
な
さ
い
。

４
、
こ
の
文
章
の
調
子
を
生
か
し
て
朗
読
し
て
み
な
さ
い
。

５
、
こ
の
物
語
を
読
ん
で
感
じ
た
こ
と
を
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

〔
大
修
館
〕
３
古
典
の
世
界

１
、
与
一
が
義
経
の
命
を
受
け
て
か
ら
扇
を
射
落
と
す
ま
で
の
心
持
ち
を
た

ど
っ
て
話
し
合
お
う
。

２
、
読
後
の
感
想
を
話
し
合
お
う
。

３
、
読
象
方
を
く
ふ
う
し
て
、
朗
読
し
て
み
よ
う
。

４
、
本
文
の
記
述
に
し
た
が
っ
て
、
こ
の
内
容
を
話
し
て
み
よ
う
。

■

５
、
与
一
が
扇
を
射
る
前
後
の
文
章
の
中
で
、
特
に
す
ぐ
れ
て
い
る
と
思
う

点
に
つ
い
て
発
表
し
あ
お
う
。

６
、
源
平
の
争
い
に
つ
い
て
、
ほ
か
に
知
っ
て
い
る
話
を
発
表
し
あ
お
う
。

７
、
「
平
家
物
語
」
の
ほ
か
の
部
分
を
読
ん
で
み
よ
う
。

右
に
は
、
た
ん
な
る
語
句
や
文
法
的
事
実
に
つ
い
て
の
設
問
は
掲
げ
な
か
っ

た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
設
問
の
中
に
、
は
た
し
て
ど
れ
だ
け
生
徒
の
主
体
的

価
値
の
創
造
に
は
た
ら
き
得
る
も
の
が
あ
る
か
。
〔
大
修
館
〕
２
．
，
７
な
ど
、

も
と
よ
り
設
問
と
し
て
は
主
体
性
の
喪
失
で
あ
り
、
論
外
で
あ
ろ
う
が
、
〔
筑

摩
書
房
〕
２
，
４
、
〔
大
日
本
図
書
〕
２
，
４
、
〔
日
本
書
院
〕
１
，
４
、
〔
光

村
図
書
〕
１
、
⑩
側
、
〔
三
省
堂
〕
２
①
②
、
３
，
４
，
６
の
②
③
、
〔
開
隆

堂
〕
１
、
〔
東
京
書
籍
〕
１
、
な
ど
、
書
か
れ
た
こ
と
が
ら
の
受
容
に
関
す
る

も
の
が
そ
の
大
半
を
し
め
て
い
る
。
も
と
よ
り
こ
う
し
た
次
元
で
の
理
解
が
、

古
典
学
習
で
の
韮
礎
的
過
程
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
に
は
や
ぶ
さ
か
で
は

な
い
。
し
か
し
、
理
解
と
は
、
た
ん
に
書
か
れ
た
こ
と
が
ら
の
分
解
や
知
的
認

識
だ
け
を
さ
す
の
で
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
が
、
古
典
学
習
で
め
ざ
す
も
の
は
、

た
ん
な
る
知
的
認
識
作
用
と
し
て
の
理
解
で
は
な
く
、
よ
り
人
間
形
成
的
、
教

育
作
用
的
な
理
会
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
に
は
、
中
学
校
、
高
等

学
校
の
別
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
言
う
理
会
と
は
、
た
だ
古
典
を
心
情
的

に
深
く
味
わ
う
だ
け
の
こ
と
を
さ
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
「
祖
先
の

思
考
や
心
情
を
う
か
が
い
知
る
」
こ
と
の
教
育
的
機
能
と
は
、
歴
史
的
流
れ
の

中
の
時
代
の
へ
だ
た
り
を
こ
え
て
、
中
・
高
校
生
た
ち
を
古
典
的
世
界
に
ひ
き
も

ど
す
こ
と
で
は
な
い
。
読
ん
で
理
解
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
あ
る
も
の
は
う
け

つ
ぎ
、
そ
の
あ
る
も
の
は
、
こ
れ
を
克
服
す
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

聾

心
弓
》

三
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そ
の
継
承
と
克
服
の
あ
し
が
か
り
と
な
る
も
の
が
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
学
習

者
じ
し
ん
の
問
題
意
識
で
も
あ
る
。
も
と
よ
り
、
問
題
意
識
は
、
学
習
者
の
発

達
段
階
、
経
験
、
環
境
な
ど
に
よ
っ
て
も
異
な
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
教
材
の

選
択
、
問
題
意
識
喚
起
の
方
法
な
ど
の
教
育
的
配
慮
が
必
要
に
な
る
が
、
こ
の

教
育
作
用
の
一
つ
と
し
て
の
設
問
、
発
問
が
、
は
た
し
て
こ
の
期
待
に
じ
ゅ
う

ぶ
ん
に
こ
た
え
て
い
る
か
ど
う
か
。

．
ど
の
話
は
、
長
く
国
民
に
愛
さ
れ
て
来
た
物
語
で
す
が
、
ど
う
い
う
点
、

が
人
々
の
心
を
ひ
く
の
で
し
ょ
う
か
。
〔
筑
摩
書
房
〕

・
こ
の
物
語
の
ど
の
部
分
が
い
ち
ば
ん
感
動
的
か
。
〔
Ｈ
本
書
院
〕

．
こ
の
文
章
で
い
ち
ば
ん
心
に
残
る
場
面
は
ど
こ
か
、
話
し
合
い
ま
し
ょ

う
。
〔
開
隆
堂
〕

な
ど
に
つ
い
て
も
不
安
が
残
る
。
こ
の
種
の
設
問
は
、
「
扇
の
的
」
の
場
合

だ
け
に
か
ぎ
ら
ず
、
文
学
作
品
に
な
ら
ど
れ
に
課
し
て
も
い
ち
お
う
は
無
難
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
設
問
の
仕
方
で
、
は
た
し
て
「
扇
の
的
」
の
中

心
問
題
を
、
生
徒
た
ち
に
、
主
体
的
な
価
値
と
し
て
把
握
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
か
ど
う
か
。
「
長
く
国
民
に
愛
さ
れ
て
来
た
話
で
す
が
」
と
い
う
設
問
の
発

想
に
も
問
題
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
古
典
に
対
す
る
従
来
の
価
値
観
が
、
な
か

ば
強
制
の
か
た
ち
で
学
習
者
に
提
示
せ
ら
れ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
現
代

が
す
で
に
宇
宙
時
代
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
こ
ん
に
ち
の
青
少
年
た
ち
の
志
向

や
、
価
値
の
認
識
態
度
が
、
か
っ
て
の
そ
れ
と
は
か
な
り
の
変
容
を
示
し
、
古

典
に
対
す
る
価
値
観
も
い
ち
じ
る
し
い
躍
進
を
と
げ
つ
つ
あ
る
事
実
を
忘
れ
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
も
と
よ
り
、
「
扇
の
的
」
の
古
典
教
材
と
し
て
の
定
着
に

は
、
編
集
者
た
ち
の
肯
定
的
評
価
が
よ
み
と
れ
る
が
、
こ
こ
に
構
成
さ
れ
た
古

典
的
美
的
世
界
が
、
学
習
者
に
、
編
集
者
と
同
質
に
評
価
さ
れ
得
る
と
い
う
保

古
典
の
学
習
構
造
（
そ
の
こ

1

＠

証
は
な
い
。
解
釈
は
、
解
釈
主
体
の
創
造
的
な
価
値
の
再
構
成
で
あ
り
、
読
み

手
の
が
わ
の
問
題
意
識
の
事
実
が
問
題
に
な
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
場

合
の
古
典
解
釈
の
主
体
は
、
経
験
の
浅
い
中
学
校
二
、
三
年
の
生
徒
で
あ
る
。

し
か
し
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
こ
れ
を
解
説
や
説
得
の
か
た
ち
で
お
と
な
の
感

動
的
世
界
に
ひ
き
こ
も
う
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
「
扇
の
的
」
の
場
合
に

し
て
も
、
こ
の
事
件
が
構
成
せ
ら
れ
た
一
つ
の
時
代
的
背
景
や
、
展
開
せ
ら
れ

る
緊
迫
し
た
情
景
や
、
与
一
の
心
的
葛
藤
は
、
た
と
え
適
当
な
解
説
や
助
言
が

与
え
ら
れ
た
と
し
て
も
、
決
し
て
完
全
な
認
識
と
は
な
り
得
な
い
・
・
い
う
ま
で

も
な
く
、
こ
こ
に
盛
ら
れ
る
感
動
ｌ
ひ
い
て
は
鑑
賞
的
世
界
に
お
け
る
そ
れ

は
、
武
士
社
会
の
倫
理
や
、
ヒ
ロ
イ
ズ
ム
や
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
基
調
と
し
て
、
そ

れ
が
フ
モ
ー
ル
さ
れ
た
も
の
と
し
て
開
花
し
た
美
的
世
界
で
あ
る
。
こ
の
時
代

的
な
ズ
レ
を
、
「
長
く
国
民
に
愛
さ
れ
て
来
た
」
と
い
う
だ
け
の
理
由
で
、
こ

の
期
の
学
習
者
に
定
着
さ
せ
よ
う
と
す
る
発
想
に
問
題
が
あ
る
。
こ
う
し
た
解

釈
は
、
卑
屈
な
姿
勢
で
の
先
人
へ
の
妥
協
で
あ
り
、
作
品
の
本
質
の
追
求
を
、

一
つ
の
ま
や
か
し
の
ま
ま
で
放
置
す
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
こ
の
こ
と
か
ら
た
だ
ち
に
、
わ
た
し
は
こ
の
篇
の
古
典
教
材
と
し

て
の
不
適
格
性
を
言
お
う
と
す
る
の
で
は
な
い
。
近
代
性
だ
け
を
、
古
典
評
価

の
絶
対
基
準
に
す
る
な
ら
、
古
典
は
す
べ
て
非
近
代
性
の
ゆ
え
に
葬
り
さ
ら
れ

ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
際
、
文
学
史
が
わ
れ
わ
れ
に
教
え
る
前
代
の
価
値
の
克

服
の
教
訓
が
、
古
典
解
釈
の
一
つ
の
方
向
を
指
示
し
て
は
い
な
い
か
。
古
典
学

習
の
教
育
的
機
能
と
は
、
た
ん
に
古
典
の
も
つ
美
的
世
界
の
享
受
に
た
よ
る
だ

け
で
は
な
い
。
そ
の
形
象
も
し
く
は
、
そ
の
形
象
の
背
後
に
ひ
そ
む
現
実
認
識
、

現
実
に
対
す
る
批
判
、
ピ
ュ
ー
マ
’
一
ズ
ム
等
々
が
、
学
習
者
の
問
題
意
識
と
し

て
喚
起
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
古
典
の
解
釈
と
は
、
そ
う
し
た
作

三
五
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業
も
ふ
く
め
た
も
の
で
あ
る
。
前
掲
の
設
問
の
三
例
で
、
編
集
者
が
期
待
す
る

感
動
の
場
面
が
ど
こ
に
あ
る
か
は
か
な
ら
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
も
し

そ
れ
が
、
「
南
無
八
幅
大
菩
薩
、
別
し
て
は
わ
が
国
の
神
明
…
。
：
」
以
下
の
祈

念
の
場
面
、
あ
る
い
は
、
最
後
の
「
扇
の
的
」
へ
の
的
中
の
場
面
と
見
る
な
ら
、

こ
の
古
典
物
語
の
学
習
は
、
そ
の
学
習
の
教
育
的
効
果
を
は
た
し
得
た
と
は
言

い
得
な
い
。
中
学
校
で
の
古
典
の
学
習
が
、
周
辺
的
、
入
門
的
段
階
で
あ
る
と

は
言
っ
て
も
、
そ
れ
は
、
た
ん
に
文
章
入
門
や
形
式
的
な
古
典
へ
の
導
入
に
終

る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
そ
れ
は
、
よ
し
初
歩
的
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
近
代

文
学
の
学
習
で
は
期
待
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
一
つ
の
認
識
の
方
法
を
学
び
と

ら
せ
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
認
識
と
は
か
な
ら
ず
し
も
肯
定
的
認
識

だ
け
を
さ
す
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
古
典
学
習
の
場
合
で
は
、
さ
き
に
述
べ

た
文
学
史
的
な
克
服
こ
そ
、
古
典
認
識
の
最
大
の
課
題
と
な
る
。
「
扇
の
的
」

の
場
合
に
つ
い
て
言
え
ば
、
義
経
と
与
一
と
の
最
初
の
対
話
の
場
面
、

判
官
「
い
か
に
与
一
、
あ
の
扇
の
ま
ん
中
射
て
、
敵
に
見
物
せ
さ
せ
よ
か

し
」
と
の
た
ま
へ
ぱ
、
与
一
「
仕
る
と
も
存
じ
候
は
ず
。
こ
れ
を
射
損
ず
る

も
の
な
ら
ば
、
長
き
御
方
の
御
弓
矢
の
き
ず
に
て
候
ふ
く
し
。
一
定
仕
ら
う

ず
る
仁
に
仰
せ
つ
け
ら
る
く
う
も
や
候
ら
む
」
と
申
し
け
れ
ば
、
判
官
大
き

に
怒
っ
て
、
「
今
度
鎌
倉
を
立
っ
て
、
西
国
へ
向
は
む
ず
る
者
ど
も
は
、
皆

義
経
が
下
知
を
背
く
べ
か
ら
ず
。
そ
れ
に
少
し
も
仔
細
を
存
ぜ
む
人
女
は
、

こ
れ
よ
り
と
う
と
う
鎌
倉
へ
帰
ら
る
く
し
」
と
ぞ
の
た
ま
ひ
け
る
。
与
一
重

ね
て
辞
せ
ぱ
、
あ
し
か
り
な
む
と
や
思
ひ
け
む
、
「
さ
候
は
Ｎ
、
は
づ
れ
む

を
ぱ
存
じ
候
は
ず
、
御
託
で
候
へ
ぱ
、
仕
っ
て
こ
そ
見
候
は
め
」
と
て
：
：
．
．

と
こ
ろ
が
、
こ
の
部
分
は
、
次
の
よ
う
な
か
た
ち
で
し
か
設
問
化
さ
れ
て
い

な
い
。

⑪

、

一
二
一
〈

ａ
与
一
が
義
経
の
命
令
を
最
初
に
断
わ
っ
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
。
〔
大
日

本
図
書
〕

・
与
一
の
辞
退
を
聞
い
て
判
官
が
お
こ
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
〔
日
本
書
院
〕

こ
の
設
問
で
は
、
文
章
の
読
解
以
上
に
は
問
題
は
発
展
し
得
な
い
。
読
解
の

範
囲
で
問
題
を
と
く
が
わ
だ
け
に
生
徒
を
立
た
せ
て
い
る
か
ぎ
り
、
こ
の
部
分

の
本
質
的
な
追
求
は
な
り
た
た
な
い
。
こ
の
部
分
の
追
求
を
お
こ
た
っ
た
「
扇

の
的
」
の
情
趣
的
な
鑑
賞
な
ら
、
古
典
物
語
の
一
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
以
上
に
は

マ
マ

出
な
い
。
「
新
・
平
家
物
語
」
か
ら
の
抄
出
に
し
て
も
、
「
味
方
の
目
は
、
余
一

ひ
と
り
に
集
め
ら
れ
た
。
…
：
。
」
以
下
だ
け
で
は
、
余
一
の
形
象
は
一
人
の
英

マ
マ

雄
と
し
て
描
か
れ
る
に
す
ぎ
な
く
な
る
。
「
新
・
平
家
物
語
」
で
は
、
前
章
「
余

一
の
憂
麓
」
で
、
吉
川
英
治
独
自
の
形
象
化
を
こ
こ
ろ
み
て
い
る
が
、
い
わ
ば
、

こ
れ
は
吉
川
英
治
に
よ
る
「
扇
の
的
」
の
再
生
で
あ
る
。
古
典
学
習
・
古
典
解

釈
の
教
育
的
機
能
の
究
極
は
、
こ
の
古
典
の
再
生
に
あ
る
。
こ
ん
に
ち
の
学
習

者
の
意
志
が
、
こ
の
義
経
と
与
一
と
の
対
話
場
面
か
ら
、
む
し
ろ
こ
ん
に
ち
の

青
少
年
た
ち
の
思
考
様
式
と
の
異
質
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
な
ら
、
つ
ま

り
受
容
で
は
な
く
、
異
質
性
の
認
識
と
い
う
逆
の
立
場
か
ら
価
値
転
換
（
再
生

産
）
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
、
「
扇
の
的
」
の
学
習
は
、
古
典
学
習
と
し
て

の
教
育
的
価
値
を
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
は
た
し
た
こ
と
に
な
る
。
学
習
者
の
実
感

が
、
古
典
の
文
学
史
的
な
克
服
を
は
た
し
た
こ
と
に
な
る
。
問
題
は
、
作
品
の

も
つ
教
育
的
機
能
（
肯
定
面
で
あ
れ
否
定
面
で
あ
れ
）
を
、
ど
う
生
徒
の
問
題

意
識
に
結
び
つ
け
、
啓
発
す
る
か
に
あ
る
。
文
学
教
育
の
教
育
的
機
能
は
、
教

室
と
い
う
一
つ
の
学
級
集
団
の
中
で
、
狭
く
窓
意
的
な
、
ま
た
、
た
ぶ
ん
に
惰

性
的
な
作
品
鑑
賞
を
、
同
世
代
の
共
感
と
し
て
ど
の
よ
う
に
開
発
し
、
止
揚
し

て
い
く
か
に
あ
る
。
こ
の
た
め
に
は
、
解
釈
の
手
段
と
し
て
の
共
同
討
議
が
中

母
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９
１

心
に
な
る
が
、
こ
の
討
議
へ
の
足
が
か
り
の
一
つ
が
、
教
師
の
発
問
で
あ
り
、

教
科
書
の
設
問
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
は
、
た
と
え
ば
、

・
義
経
の
前
に
呼
び
出
さ
れ
て
か
ら
、
，
扇
の
的
を
射
落
と
す
ま
で
の
、
与

一
の
気
持
ち
の
経
過
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
〔
筑
摩
書
房
〕
（
〔
大
修
館
〕

１
も
同
様
・
）

・
与
一
の
気
持
ち
は
ど
う
動
い
て
い
っ
た
か
。
〔
三
省
堂
〕
（
土
井
本
）

な
ど
の
設
問
か
ら
な
ら
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
で
は
な
い
に
し
て
も
、
話
題
は
発
展

的
に
展
開
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
適
当
な
示
唆
に
よ
っ
て
問
題
の
核
心
に

ふ
れ
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
も
と
よ
り
、
学
習
者
は
、
中
学
校
二
、
三
年

古
典
の
学
習
構
造
（
そ
の
一
）

■
ら
》

佃

叩

と
い
う
い
わ
ば
未
分
化
な
段
階
で
あ
る
。
問
題
は
か
な
ら
ず
し
も
解
決
さ
れ
る

必
要
は
な
い
。
問
題
を
疑
問
の
か
た
ち
で
印
象
づ
け
る
こ
と
だ
け
で
終
っ
て
も
、

古
典
入
門
と
し
て
の
教
育
的
機
能
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
は
た
せ
た
こ
と
に
な
る
。

与
え
ら
れ
た
古
典
を
、
無
批
判
に
賛
美
し
、
感
動
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
、

古
典
学
習
の
ゆ
が
拳
が
あ
り
、
そ
れ
が
ひ
い
て
は
古
典
へ
の
可
能
性
の
萠
芽
を

つ
象
と
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
意
味
で
惰
性
的
な

古
典
鑑
賞
の
安
易
さ
を
反
省
す
る
と
と
も
に
、
教
科
書
の
設
問
の
与
え
る
教
育

的
効
果
に
つ
い
て
も
、
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
必
要
に
せ
ま
ら
れ
て
い
る
。
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